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1. 睡眠に対ナる枕の役割は大 きい が習於 欧や 個人差

が大きい ので組織的 な研究 が少 ない。本 研究 は枕 につい

て人間工学的 に研究し枕 の睡眠 に与え る効果 を明 らかに

すると共に風土や習慣に よって発達し た各国 の種々 の枕

の機能を再検討す ることを目的 とし た。今回 は特に枕 の

高さについ て報告する。

2. 官能検査に よる高 さ（仰臥 および 横臥位） の決定

については 標準体型 の女 子学生（20才 前後）40 名を被験

者 とし枕 の高 さの変化 はベニア小片 を積 重ねる方 法と，

蝶番で傾斜角 を変 えることの出来 る板 で後頭部 の当る高

さを変化 させる（但し 傾臥のみ） 法とを用い た。 次に数

名 の被験者 につい て頚， 背肩部 の数個の検索筋 より筋電

図 を記録し，種 々の枕高 における筋の緊 張度および収縮

に対 するゆとりを検討し た。更 に枕 高の適当時および不

適当時 の類椎 および胸廓上 部の各骨の状 態を観 察するた。

めＸ線 写真をとり骨 髄学的 に検討し た。

3.    （1)官 能検査 による仰 臥枕 高は49.5 ±10.3mm  （ベ

ニア片 法）48.1±12.2mm  （傾斜板法）, 横臥枕高 は67.5

±9.2mm で あっ た。(2）筋電図 による検 索では60mm 前後

（傾臥）,  80mm 前後（ 横臥） に おい て筋の 緊張が少な，



く筋収縮に対するゆ とりが多い こ とが判った。(3)枕無し

（ Ｏｍｍ），適当高（仰臥位60mm, 横臥位80mm ） 不適

当 高（仰 臥，横臥 とも100  mm ） について Ｘ線 写真 で観

察し た結果，適 当高におい て最も自然で無理のない状態

で あることが判明し た。
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